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An Experimental Study of the Long Term
Di‰ection EŠect for the Composite Void Slab
Teruaki TANAKA, Keigo SASAMOTO
Synopsis: The composite void slab, which consists of the pre-manufactured lower base and in-situ con-
crete, is widely used for rationalizing the design and construction works. Since the void slab is frequently ap-
plied as long span slab, the de‰ection by creep has to be considered in construction. This study is focusing on
such de‰ection of the void slab, and carried out the de‰ection test for 410 days to identify the long term eŠect
to the slab.

































試験体巾は中空部及びリブ 2 つ分の1160 mm とし，ス
ラブ厚は基板厚さ t＝65 mm，中空リブ部 t＝110 mm，
後打ちコンクリート部 t＝75 mm，合計スラブ厚 t＝250
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表 試験体の種類
単位（mm）




FD12 固定 ― 250 ― ― ―
FD21
FD22 ピン ― 250 ― ― ―
FD31
FD32 固定 L 型段差 280 180 100 一枚
FD41
FD42 固定 Z 型段差 280 180 230 分割
図 段差のない試験体形状
図 FD1 試験体配筋図
6000 mm，試験体巾は中空部及びリブ 2 つ分の1160
mm とした。一般部スラブ厚さは，基板 t＝65 mm，中
空部 t＝140 mm，後打ちコンクリート部 t＝75 mm
で，合計スラブ厚 t＝280 mm である。床下がり部は L
型段差の FD3 では段差 100 mm で，基板厚 t＝ 65
mm ，後打ちスラブ厚 t＝115 mm ，総厚 t＝180 mm の
中空部のないものとし，Z 型段差の FD4 では段差を
230 mm として，基板を段差部分で分離したものとし
た。スラブ総厚は L 型と同じ180 mm である。
試験体の種類を表 1 に，試験体形状を図 3，試験体配
筋図を図 4 に示す。
. 使 用 材 料
) コンクリート
基板は FC＝35 N/cm2，スランプ 8 cm とし，実際の
合成スラブ製造要領により製作する。後打ちコンクリー




D10～D16 は SD295A (JISG3112）
) トラス筋




表 FD1, FD2 コンクリート材料の試験結果
単位 N/mm2
圧縮強度 弾性係数
PCa 板 27.8 2.50×104
後打ち部 19.5 2.24×104
表 FD1, FD2 鉄筋材料の試験結果
単位 N/mm2
鉄 筋 降伏点 引張強さ 弾性係数
D10 357 498 1.99×105




トップ筋13q 353 556 2.17×105
下端筋 6q 395 565 1.84×105
ラチス筋 6q 516 579 2.36×105
表 FD3, FD4 コンクリート材料の試験結果
単位 N/mm2
圧縮強度 弾性係数
PCa 板 38.6 2.63×104
後打ち部 30.1 2.55×104
表 FD3, FD4 鉄筋材料の試験結果
単位 N/mm2
鉄 筋 降伏点 引張強さ 弾性係数
D10 363 490 2.05×105




トップ筋13q 389 539 2.05×105
下端筋 6q 382 508 2.05×105



















荷荷重を2.6 kN/m2 とし，28q の鉄筋（L＝1000 mm）
をスパンと直交方向に並べ，全長にわたって均等に載荷






. 実 験 結 果










合で5.1 mm，ピン支持の場合で8.9 mm となり，弾性た
わみ量の6.4倍，5.0倍となった。ピン支持は，固定支持






試験体名 載荷直後 180日 360日 410日 支持条件
FD11 0.58 3.91 4.96 5.09
両端固定
FD12 0.46 3.80 5.09 5.17
FD21 1.56 6.90 8.10 8.27
両端ピン
FD22 1.49 7.27 8.90 9.06
FD31 1.57 4.41 6.29 6.50 L 型段差
両端固定FD32 3.10 6.53 8.27 8.45
FD41 1.90 5.26 7.14 7.41 Z 型段差







載荷直後 180日 360日 410日
FD11
0.80
0.73 4.89 6.20 6.36
FD12 0.58 4.75 6.36 6.46
FD21
1.77
0.88 3.90 4.58 4.67
FD22 0.84 4.11 5.03 5.12
FD31
1.29
1.22 3.42 4.87 5.04
FD32 2.40 5.06 6.41 6.55
FD41
1.36
1.40 3.86 5.25 5.45
FD42 1.71 4.60 6.21 6.40
1） 計算値は両端固定および両端ピンの一方向ばりとして求
めた。この時のコンクリートのヤング係数は材齢55日
（FD1, 2）， 90日（FD3, 4）の材料試験結果を用いた。





FD4（Z 型段差）で8.45 mm となり，弾性たわみ量に
対する増大率は6.4倍，6.2倍となった。
◇亀裂状況
亀裂は載荷後から FD1 は両端上端，FD2 は中央下端
に，FD3, FD4 では両端上端に発生した。360日経過
した時点では，亀裂巾は FD1 は0.1 mm, FD2 で0.12
mm, FD3 で0.1 mm, FD4 で0.14 mm であった。
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図 弾性たわみ量（dE）に対する増大率の経時変化
写真（）載荷状況 写真（）実験状況
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